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市民の負託に応えて…。
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おかやの四季「小坂公園のアジサイ」～輝く子育て支援学級でお散歩～

　平成 30 年度の議会報告会は、5月 8 日（火）と 5月 17 日（木）の 2回にわたり開催されました。市民の
皆さんにはお忙しい中ご参加いただき、議員一同心より感謝申し上げます。議会報告会では、議会の仕組み
や役割、3 常任委員会の活動報告をさせていただいた後、市民との意見交換会を行いました。特に今回は、
昼間の時間帯で新たな会場の開催もあり、より多くの皆さんから多くの貴重なご意見をいただくことが出来
ました。

【特集】
議会報告会～ぎかいタウンミーティング～
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特集議会
報告会 ぎかいタウンミーティングを開催しました

【
委
員
長
】中
島
保
明【
副
委
員
長
】今
井
康
善

【
委
員
】武
井
富
美
男
／
早
出
一
真

　
　
　
今
井
秀
実
／
大
塚
秀
樹

　  

・
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　  

・
市
政
全
般

　

２
回
に
亘
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、

総
務
委
員
会
に
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
項

目
ご
と
に
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

【
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
】

・
市
の
政
策
は
区
に
頼
る
傾
向
。
高
齢

化
で
回
覧
板
を
配
る
に
も
支
障
の
あ

る
地
域
が
出
て
い
る
。

・
役
員
を
受
け
る
こ
と
は
、
地
域
に
参

加
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
社
会
参

加
意
識
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。

・
女
性
の
活
躍
の
場
が
増
え
て
き
て
い

る
が
、
地
域
性
か
ら
か
女
性
が
上
に

立
ち
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。

・
い
き
い
き
デ
イ
で
援
助
員
を
育
て
た

い
が
苦
労
が
あ
る
。

・
福
祉
人
材
の
確
保
が
課
題
。
地
域
で

支
え
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
人

材
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
い
。
操
法

大
会
の
早
朝
練
習
の
負
担
も
大
き
い
。

【
人
口
減
少
対
策
】

・
人
口
の
規
模
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
。
市
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
の

理
解
が
不
十
分
で
地
域
活
動
が
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

・
せ
っ
か
く
地
域
で
育
て
た
子
ど
も
た

ち
が
岡
谷
に
帰
っ
て
来
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
る
。
住
み
続
け
た
い
、
戻
っ

て
来
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

働
く
場
所
の
視
点
か
ら
考
え
て
ほ
し

い
。

【
市
町
村
合
併
】

・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト

や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
員
も
真
剣

に
議
論
す
べ
き
だ
。

【
そ
の
他
】

・
未
婚
者
が
増
え
て
い
る
の
で
、
出
会
い

の
場
の
確
保
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。

・
行
政
視
察
に
つ
い
て
、
市
政
の
ど
の

部
分
に
活
か
さ
れ
た
の
か
、
報
告
し

て
ほ
し
い
。

　　

こ
の
他
に
も
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
、「
現
実
を
議
員
は
も
っ
と

知
る
べ
き
」
と
の
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
聞
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

真
摯
に
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
既
に
、
６
月
定
例
会
で
の
委
員

会
、
一
般
質
問
等
で
、
い
く
つ
か
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
市
へ
要
望
も

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
常

に
問
題
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、３
常
任
委
員
会（
総

務
・
社
会
・
産
業
建
設
）ご
と
テ
ー
マ
を
設
定
し
、意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。本
市
議
会
で
は
、市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
市
政
に
対
す
る
貴
重
な
ご

意
見
、ご
提
言
に
つ
き
ま
し
て
、今
後
の
議
会
活
動
に

活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。主
な
意
見
交
換
会
の
内
容

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

総務委員会意見交換会

テーマ

委
員
会

委
員
会

総
務

社
会

【
委
員
長
】藤
森
博
文【
副
委
員
長
】遠
藤
真
弓

【
委
員
】笠
原
征
三
郎
／
小
松
壮
／
浜
幸
平

　  

･
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　  

･
福
祉
・
医
療
・
環
境
等
全
般

　

意
見
交
換
会
に
は
、
２
回
の
開
催
で

延
べ
20
名
が
参
加
さ
れ
、
行
政
に
対
す

る
介
護
や
福
祉
全
般
、
医
療
、
環
境
面

の
ほ
か
、
議
会
（
議
員
）
活
動
に
対
す
る

率
直
な
提
言
、
要
望
な
ど
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
主
な
ご
意
見

○
行
政
に
対
し
て

　
～
切
実
な
願
い
の
数
々
～

・
市
民
病
院
医
師
確
保（
産
婦
人
科
）

・
施
設
入
所
条
件
の
緩
和
（
要
介
護
２
以

下
の
適
用
）

・
障
が
い
者
の
65
歳
以
降
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

・
地
域
福
祉
の
充
実
（
地
域
包
括
ケ
ア
）

に
対
す
る
各
区
等
へ
の
支
援
、
情
報

共
有
の
仕
組
み
化
な
ど

・
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
（
運
転
免
許

証
返
納
な
ど
の
影
響
）

・
道
路
等
の
不
具
合
箇
所
の
通
報
シ
ス

テ
ム
早
期
構
築

・
生
活
基
盤
安
定
へ
の
支
援
の
充
実

テーマ
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【
委
員
長
】渡
辺
雅
浩【
副
委
員
長
】今
井
義
信

【
委
員
】笠
原
順
子
／
八
木
敏
郎
／
渡
辺
太
郎

　  

･「
交
通
」「
買
物
」「
公
園
」に
つ
い
て

　  

･
産
業
全
般（
道
路
・
水
道
・
建
築
）

　

意
見
交
換
会
に
は
、
率
直
な
提
言
、

要
望
な
ど
の
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
主
な
ご
意
見

○
行
政
に
対
し
て

・
県
道
下
諏
訪
辰
野
線
拡
幅
整
備
の
進
捗

・
湊
地
区
の
住
宅
地
に
右
折
が
し
に
く
い

　

県
道
岡
谷
茅
野
線
へ
信
号
機
設
置
を

・
交
通
量
が
多
い
西
堀
新
道
の
片
側
の

路
側
帯
拡
大
を

・
シ
ル
キ
ー
バ
ス
に
つ
い
て

①
料
金
の
値
下
げ
を
②
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

し
て
利
用
者
増
を
③
高
齢
者
の
た
め

バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
や
屋
根
の
設
置
を

④
バ
ス
の
段
差
解
消
や
小
型
化
を
検

討
⑤
将
来
的
な
買
物
難
民
対
策
に
向

け
ず
っ
と
継
続
を
⑥
利
用
増
対
策
と

し
て
、
住
民
の
意
識
や
風
潮
を
変
え

て
い
く
べ
き
⑦
ス
ワ
ン
バ
ス
も
含
め

本
数
増
を

希
望
さ
れ
た
市
民
の
方
へ
当
日
の
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
お
か
ぽ
ん
カ
ー
ド
共
用
で
シ
ル
キ
ー

バ
ス
で
買
物
推
進
を

・
湖
畔
公
園
等
で
気
軽
に
座
れ
る
ベ
ン

チ
が
少
な
い

・
公
園
等
の
公
共
ト
イ
レ
の
早
期
改
修

と
洋
式
化
の
要
望
を

・
高
齢
化
や
人
口
減
で
大
変
な
た
め
、

公
園
管
理
の
、
市
と
地
域
の
す
み
分

け
に
つ
い
て
、
全
市
的
に
考
え
て
欲

し
い

・
種
子
法
廃
止
に
よ
り
、
今
後
、
種
子

の
地
域
性
が
無
く
な
る
懸
念
に
対
し

て
、
子
供
の
食
生
活
の
た
め
に
も
、

種
子
を
守
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

ほ
し
い

・
産
業
振
興
と
し
て
は
雇
用
創
出
が
一
番

・
雇
用
に
関
す
る
情
報
を
地
元
出
身
の

学
生
に
も
っ
と
発
信
す
べ
き

○
議
会
に
対
し
て

・
合
併
問
題
に
関
し
て
議
員
が
ど
の
よ

う
な
意
識
で
い
る
の
か

・
合
併
し
て
大
き
く
な
っ
た
市
が
災
害

時
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
視
察

し
て
く
る
べ
き

・
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
わ

社会委員会意見交換会

テーマ

○
議
会
に
対
し
て

・
高
齢
化
に
対
す
る
課
題
の
検
討

・
民
生
費
増
大
の
状
況
を
、
議
員
と
し

て
地
域
へ
丁
寧
に
説
明

・
市
町
村
合
併
へ
の
議
論
と
説
明

●
ご
意
見
等
に
対
す
る

　
委
員
会
等
の
対
応

■
市
側
へ
の
報
告
と
検
討
の
要
請

　

７
月
３
日
正
副
委
員
長
が
代
表
し
て
、

担
当
部
課
長
と
意
見
交
換
を
実
施

■
緊
急
処
置
な
ど
の
対
応

・
歩
行
支
障
箇
所
対
応（
市
が
実
施
）

・
ご
み
処
分
が
滞
る
住
宅
の
現
場
確
認

■
議
会
一
般
質
問
等
で
取
り
上
げ

　

６
月
定
例
会
で
市
側
へ
要
望

＝
今
後
の
進
め
方
＝

　

市
議
会
だ
よ
り
で
対
応
状
況
報
告
と
、

委
員
会

産
業
建
設

か
り
や
す
く
市
民
に
示
し
て
ほ
し
い

・
議
員
を
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
て
の
手
応

え
や
市
民
に
対
し
て
感
じ
た
こ
と
は

●
ご
意
見
等
に
対
す
る

　
委
員
会
等
の
対
応

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
聞
く
こ

と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
等
に
対
し
て
議

員
と
し
て
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
25
日
、
正

副
委
員
長
が
代
表
し
、
担
当
部
署
の
部

長
へ
も
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。
内
容

を
精
査
し
て
市
側
で
対
応
で
き
る
こ
と

は
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。産業建設委員会意見交換会
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議会報告会アンケート集計結果
　議会報告会に参加者された皆様にはアンケートにご協力いただきありがとうございました。更に参加しやす
い、より良い議会報告会となるよう努めてまいります。

70代以上
75％

60代25％

わかりやすい
69％

わかりにくい
15％

年齢

女性
31％

男性
66％

性別

あなたのことについてお伺いいたします1

本日の議会報告の内容はいかがでしたか？2

本日の意見交換会の内容はいかがでしたか

報告会（意見交換会）の感想・コメント

3

よかった
94％

無回答6％

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

無回答
3％

無回答
16％

・各委員会の詳細説明
が欲しかった。
・岡谷市の魅力づくり
を市民全体で考えな
ければいけない。 

70代以上
50％

60代43％

わかりやすい
64％

わかりにくい
14％

年齢

女性
29％

男性
71％

性別

よかった
86％

無回答
14％

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

無回答
22％

・行政視察の目的、活かし
方など具体的に。
・県内、市内の研修、見学
の反映が見えなかった。

50代
7％

・初めて出席しました。切実な現実を感じました。

・若年層の参加があるとなお良かったと思います。

・具体的な話ができて良かった。

・どんな意見でも言えて良かった。他の人の方の話
も聞けて良かった。

・テーマをしぼっての会にしてほしい。大きなテー
マではよくわからない。

・できるだけ市民の多数に参加してもらいたい。

・ミーティングの会場は各々に別室の方が良い様に
思います。

・若い人の意見を取り入れる様なテーマ設定及び、
若い人が出られる日程等の検討が必要では。

・若い人に参加してもらい、意見を出して話を聞

いてもらいたい。

・前回より具体的だった。若い人が参加していな

かったのが残念。

・時間的に短く聞きたいこと

が発言できなかった。

・（市議の）実際の言葉を

聞いてこそ一層の興味や

関心が強まると改めて思

います。市民との接点を

なお模索してください。

５月17日（木）９階大会議室開催５月８日（火
）

諏訪湖ハイ
ツ開催
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議会報告会アンケート集計結果
　議会報告会に参加者された皆様にはアンケートにご協力いただきありがとうございました。更に参加しやす
い、より良い議会報告会となるよう努めてまいります。

70代以上
75％

60代25％

わかりやすい
69％

わかりにくい
15％

年齢

女性
31％

男性
66％

性別

あなたのことについてお伺いいたします1

本日の議会報告の内容はいかがでしたか？2

本日の意見交換会の内容はいかがでしたか

報告会（意見交換会）の感想・コメント

3

よかった
94％

無回答6％

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

５
月
８
日（
火
）

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
開
催

無回答
3％

無回答
16％

・各委員会の詳細説明
が欲しかった。
・岡谷市の魅力づくり
を市民全体で考えな
ければいけない。 

70代以上
50％

60代43％

わかりやすい
64％

わかりにくい
14％

年齢

女性
29％

男性
71％

性別

よかった
86％

無回答
14％

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

５
月
17
日（
木
）

９
階
大
会
議
室
開
催

無回答
22％

・行政視察の目的、活かし
方など具体的に。
・県内、市内の研修、見学
の反映が見えなかった。

50代
7％

・初めて出席しました。切実な現実を感じました。

・若年層の参加があるとなお良かったと思います。

・具体的な話ができて良かった。

・どんな意見でも言えて良かった。他の人の方の話
も聞けて良かった。

・テーマをしぼっての会にしてほしい。大きなテー
マではよくわからない。

・できるだけ市民の多数に参加してもらいたい。

・ミーティングの会場は各々に別室の方が良い様に
思います。

・若い人の意見を取り入れる様なテーマ設定及び、
若い人が出られる日程等の検討が必要では。

・若い人に参加してもらい、意見を出して話を聞

いてもらいたい。

・前回より具体的だった。若い人が参加していな

かったのが残念。

・時間的に短く聞きたいこと

が発言できなかった。

・（市議の）実際の言葉を

聞いてこそ一層の興味や

関心が強まると改めて思

います。市民との接点を

なお模索してください。

５月17日（木）９階大会議室開催５月８日（火
）

諏訪湖ハイ
ツ開催

行政
視察３常任委員会の行政視察 7 月 4 日

〜 7 月 6 日
【
総
務
委
員
会
】

公
園
の
よ
う
な
図
書
館【
こ
と
ば
蔵
】

　

６
日
に
訪
問
し
た
兵
庫
県
伊
丹
市
の
誰

も
が
気
軽
に
訪
れ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
る「
公
園
の
よ
う
な
図
書
館
」【
こ
と
ば

蔵
】
の
視
察
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ

と
ば
蔵
に
は
、
①
20
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
今
日
的
な
図
書
館
機
能
②
人
と
人
と
が

ふ
れ
あ
い
、
語
り
合
い
、
学
び
あ
う
交
流

機
能
③
伊
丹
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
・

体
感
で
き
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
と
り

わ
け
特
徴
的
な
こ

と
は
、
②
の
交
流

機
能
だ
と
思
い
ま

す
。
毎
月
第
一
水

曜
日
に
開
催
す
る

【
こ
と
ば
蔵
運
営

会
議
】
は
市
民
誰

も
が
、
い
つ
で
も

気
軽
に
参
画
で
き
る
協
働
事
業
の
発
案
・

実
施
が
目
的
で
す
が
、
そ
の
会
議
自
体
の

参
加
者
同
士
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
を
同

時
に
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
薦

め
る
本
と
他
の
人
の
お
薦
め
の
本
が
交
換

で
き
る【
カ
エ
ボ
ン
】も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
自

作
の《
帯
》作
り
は
な
か
な
か
楽
し
い
気
持

ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
《
仕
掛
け
》
が
岡
谷
市
に

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
あ
る

い
は
…
仕
掛
け
（
仕
組
み
）
は
岡
谷
市
に

お
い
て
も
使
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？　
　
〈
総
務
委
員
長 

中
島
保
明
〉

そ
の
他
の
視
察
先
と
視
察
テ
ー
マ

○
豊
岡
市（
兵
庫
県
）（
４
日
）

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
小
野
市（
兵
庫
県
）（
５
日
）

　

お
の
検
定
に
つ
い
て

【
社
会
委
員
会
】

求
め
ら
れ
る
成
年
後
見
利
用
支
援

　

４
日
、
岡
谷
市
の
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
開
所
へ
の
準
備
と
今
後
の
事
業

展
開
を
念
頭
に
、
神
奈
川
県
平
塚
市
を

視
察
。

　

平
塚
市
成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は

「
要
綱
」
で
は
な

く
、「
規
則
」
で

定
め
て
い
る
の

が
特
徴
。
そ
の

中
で
、
後
見
サ

ポ
ー
タ
ー
（
市

民
）
が
、
家
族
の

よ
う
に
一
緒
に
考
え
て
、
後
見
の
質
を

あ
げ
て
い
る
取
り
組
み
は
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

〈
社
会
委
員
長 

藤
森
博
文
〉

そ
の
他
の
視
察
先
と
視
察
テ
ー
マ

○
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り（
５
日
）

柏
市（
千
葉
県
）の
地
域
医
療
連
携
事
業

○
福
祉
を
考
慮
し
た
避
難
所
運
営（
５
日
）

牛
久
市
（
茨
城
県
）
の
実
践
的
な
運
営

と
工
夫

○
環
境
保
全
の
推
進（
６
日
）

土
浦
市
（
茨
城
県
）
の
市
民
参
加
の
取

り
組
み

○
ご
み
最
終
処
分
場
の
取
り
組
み（
６
日
）

日
の
出
町（
東
京
都
）に
あ
る
施
設
の
運
営

【
産
業
建
設
委
員
会
】

産
業
振
興
館（
テ
レ
ワ
ー
ク
）

　

５
日
に
訪
れ
た
奈
良
県
天
理
市
内
に

は
、
大
阪
市
や
東
大
阪
市
な
ど
の
通
勤

者
が
多
く
、
片
道
の
通
勤
が
１
時
間
以

上
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
早
朝

出
勤
・
深
夜
帰
宅
」
が
、
介
護
や
子
育
て

に
支
障
が
あ
る
な
か
、
天
理
市
で
は
産

業
振
興
館
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
同
館
は
、
１
階

が
交
流
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
、
２
・
３
階

が
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

全
館
に
無
料
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た
場
所
や
時
間
に

と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
の
こ
と
で
、
同
館

を
利
用
し
、
介
護
や
出
産
に
よ
る
離
職
を

防
い
だ
ケ
ー
ス
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
同

館
で
は
３
Ｄ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
習
得
を
目
指
し

た
講
座
も
あ
り
、
年
間
30
人
が
受
講
し
て

い
ま
す
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
地

方
創
生
交
付
金
（
２
５
０
０
万
円
）
を
活
用

し
、
年
間
の
維
持

費
は
１
０
０
０
万

円
で
す
。

　

岡
谷
市
政
で

は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
と
は
な
に
か

を
普
及
す
る
と

と
も
に
、
希
望

者
の
把
握
が
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
産
業
建
設
委
員
長 

渡
辺
雅
浩
〉

そ
の
他
の
視
察
先
と
視
察
テ
ー
マ

○
豊
岡
市（
兵
庫
県
）（
４
日
）

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
伊
賀
市（
三
重
県
）（
６
日
）

　

空
き
家
対
策

　

岡
谷
市
議
会
で
は
、
各
委
員
会
の
視

察
状
況
を
全
議
員
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、
今
後
、
行
政
へ
の
報
告
と
施
策
提

言
を
し
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。
ま
た
、

市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
般
質
問
や
委
員
会
審
査
な

ど
に
お
い
て
議
員
が
提
案
、
要
望
し
て
、

市
側
の
考
え
を
質
し
て
い
き
ま
す
。

　

岡
谷
市
議
会
の
行
政
視
察
は
、常
任
委
員
会
ご
と
に
先
進
的
な
事
業
や
特
色
あ
る

事
業
を
展
開
し
て
い
る
全
国
の
自
治
体
の
現
地
に
出
向
き
、担
当
者
か
ら
取
り
組
み

の
発
想
か
ら
実
績
、効
果
等
を
直
接
お
聞
き
し
て
議
会
活
動
の
糧
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
７
月
４
日
～
６
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

伊丹市視察のようす

平塚市視察のようす

天理市視察のようす



6

答 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
金
融

機
関
と
同
様
に
本
人
が
暗
証
番
号
を
入

力
し
な
け
れ
ば
交
付
が
で
き
な
い
シ
ス

テ
ム
で
、
発
行
時
に
は
ブ
ザ
ー
が
鳴
る

ほ
か
、
カ
ー
ド
の
置
き
忘
れ
防
止
等
に

も
配
慮
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
か
ら
の

情
報
漏
え
い
に
も
万
全
を
期
し
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
社
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員

よ
り
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を

述
べ
る
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
が

１
割
弱
で
あ
り
、
同
カ
ー
ド
に
よ
る
印

鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
件
数
も
少
数
で

あ
る
状
況
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
へ
多
額
の
お
金
を
か
け
て
い
く
こ

と
に
反
対
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
不
安
が
あ
る
段

階
で
、
同
カ
ー
ド
を
使
う
場
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
に
は
躊
躇
も
あ
り
、
国
に

対
し
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
見
直

し
を
す
べ
き
と
思
う
こ
と
か
ら
、
本
議

案
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
多
機
能
端
末
機
を

使
っ
た
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
交
付
は
、

平
成
31
年
３
月
施
行
に
向
け
、
諏
訪
地
域
６

市
町
村
共
同
で
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
な
が
る
。
窓
口
交

付
も
継
続
と
の
こ
と
で
あ
り
、
更
な
る
市
民

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
判
断

で
き
る
た
め
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。
ま

た
、
市
役
所
の
時
間
外
や
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
も
利
用
で
き
る
こ
と
で
住
民
の
利
便
性
向

上
に
役
立
つ
ほ
か
、
窓
口
業
務
の
負
担
軽
減

や
証
明
書
交
付
事
務
の
コ
ス
ト
低
減
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本

議
案
に
賛
成
す
る
。

※
以
上
、
討
論
に
お
い
て
賛
否
両
論
が

あ
っ
た
た
め
、
採
決
を
行
い
、
本
議

案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
各

議
員
の
採
決
態
度
は
別
記
）

◆
議
案
第
36
号
か
ら
40
号

「
岡
谷
市
と
諏
訪
市
と
の
間
の
証
明

書
等
の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
相
互

委
託
に
関
す
る
規
約
の
廃
止
の
協
議

に
つ
い
て
」
か
ら
「
岡
谷
市
と
原
村

と
の
間
の
証
明
書
等
の
交
付
等
に
係

る
事
務
の
相
互
委
託
に
関
す
る
規
約

の
廃
止
の
協
議
に
つ
い
て
」

　
本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

平
成
31
年
３
月
１
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

に
よ
る
各
種
証
明
書
等
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
諏
訪
広

域
６
市
町
村
の
範
囲
だ
け
で
な
く
、
全

国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機

を
介
し
、
自
ら
が
証
明
書
等
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
を
図
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
い
た
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
介
し

た
６
市
町
村
間
に
お
け
る
相
互
委
託
を

廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
社
会
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

 

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

 

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
規
約
の
廃
止
と
い
う

理
解
で
良
い
か

答 

平
成
31
年
３
月
１
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
サ
ー

ビ
ス
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
規
約
が
廃
止
さ
れ
る
。

問 

専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
て
の
申

請
件
数
に
つ
い
て

答 

平
成
29
年
度
実
績
で
は
、
市
外
の

方
か
ら
の
申
請
件
数
と
し
て
、
住
民

票
２
８
４
件
、
印
鑑
登
録
証
明
書
96

件
、
戸
籍
関
係
３
７
２
件
、
税
証
明

６
７
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
社
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員

よ
り
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を

述
べ
る
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年 第2回定例会（６月）が開かれました
　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
が
、
平
成
30

年
６
月
７
日
（
木
）
か
ら
６
月
22
日
（
金
）

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告

案
件
７
件
、
条
例
議
案
３
件
、
単
行
議
案

６
件
、
補
正
予
算
２
件
、
意
見
書
２
件
、

計
20
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
審
議
経
過
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

◆
議
案
第
32
号

岡
谷
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機

能
端
末
機
に
お
い
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

及
び
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
利
用

に
よ
り
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
及
び

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
、
平
成
31
年
3
月
１
日
か
ら
諏
訪

広
域
６
市
町
村
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
社
会
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　 

社
会
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑

 

及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
取
得
で

き
る
証
明
は
そ
の
他
に
あ
る
の
か

答 

印
鑑
登
録
証
明
書
の
他
、
住
民
票
の

写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
、

税
証
明
が
取
得
で
き
る
。

問 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
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○
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

　

専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
て
の
申

請
件
数
に
お
け
る
平
成
29
年
度
実
績
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
申

請
件
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
専
用
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
利
便
性
の
高
さ
を
証
明
し
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

が
1
割
と
い
う
段
階
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
廃
止
す
る
と
い
う
の
は
、
所
持
し
て

い
な
い
９
割
の
住
民
を
切
り
捨
て
る
こ

と
で
あ
り
強
引
な
た
め
、
本
議
案
に
反

対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

規
約
の
廃
止
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
、
今

後
住
民
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
も
伸
び
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
住

民
の
時
間
的
制
約
が
な
く
な
る
こ
と
、

窓
口
で
の
待
ち
時
間
の
解
消
や
事
務
手

続
き
の
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、
専
用

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
申
請
よ
り
も
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
格
段
に
信

頼
性
が
向
上
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。

※
以
上
、
36
号
か
ら
40
号
ま
で
討
論
に

お
い
て
同
様
の
理
由
に
よ
り
賛
否
両

論
が
あ
っ
た
た
め
、
採
決
を
行
い
、

本
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
各
議
員
の
採
決
態
度
は
別
記
）

各議員の議案賛否一覧表
《賛否が分かれた議案等》

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

今
井
　
康
善

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

報告第６号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）

原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 岡谷市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 社会 原案
可決

議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 岡谷市と茅野市との間の戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託に関す
る協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 岡谷市と諏訪市との間の証明書等の交付等に係る事務の相互委託に関する
規約の廃止の協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 岡谷市と茅野市との間の証明書等の交付等に係る事務の相互委託に関する
規約の廃止の協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 岡谷市と下諏訪町との間の証明書等の交付等に係る事務の相互委託に関す
る規約の廃止の協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 岡谷市と富士見町との間の証明書等の交付等に係る事務の相互委託に関す
る規約の廃止の協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 岡谷市と原村との間の証明書等の交付等に係る事務の相互委託に関する規
約の廃止の協議について 社会 原案

可決
議
長○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対　

《全会一致により可決等された議案等》
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名

報告第4号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市市税条例等の一部を
改正する条例について） 議案第33号 岡谷市市税条例の一部を改正する条例

報告第5号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市都市計画税条例の一
部を改正する条例） 議案第34号 岡谷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例

報告第7号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度岡谷市一般会計
補正予算（第14号）） 議案第41号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第1号）

報告第8号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市病院事業の設置等に
関する条例の一部を改正する条例） 議案第42号 平成30年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第1号）

報告第9号 平成29年度岡谷市一般会計繰越明許費繰越計算書について 議案第43号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

報告第10号 平成29年度岡谷市水道事業会計予算繰越明許費繰越計算書について 議案第44号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

議案第 43号及び 44 号については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。

《陳情の審査結果》
陳情番号 件　　名

常任委員会審査結果
総務 産業建設

陳情第87号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 － 趣旨採択
陳情第88号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書 採択 －
陳情第89号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める陳情書 採択 －

行政についての要望や意見を
文書で議会に出すことができます
　行政に対する市民の要望や意見を直接反映させ
るための方法として、誰でも請願書や陳情書を議
会に提出することができます。提出方法など、詳
しくは議会事務局にお問い合わせください。

議会をシルキーチャンネルで見ませんか
　一般質問をシルキーチャンネルで生中継
しておりますのでご覧ください。
　また、本会議の会議録は、図書館、市役所
１階情報コーナー、市ホームページ、議会事
務局で見ることができます。

　傍聴をご希望の方は、市役所9階の傍聴者入口前の机の上に用意さ
れている傍聴人受付用紙に「氏名・住所・年齢」をご記入いただき議
場内にお入りください。耳の不自由な方には、集音器の貸し出しを行
っています。希望される方は、市役所7階の議会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会議中でも自由にできます。

議会を傍聴しませんか



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ピ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト
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編
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広
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広
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会
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議
会

事
務
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内
線
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U
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w

w
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平
成
18
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
12
年
が
経

ち
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
大
雨
が
続
け
ば
不
安
を
覚
え
ま
す
し
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
で
れ
ば
ソ
ワ
ソ
ワ
し

ま
す
。
お
独
り
暮
ら
し
の
方
は
な
お
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
心
も
と
な
さ
が
少
し
で

も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
私
ど
も
議
員
も
防
災
減

災
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
第
12
号
は
議
会
報
告
会
を
特
集

し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
声
を
『
聴
く
』
こ
と
を
要
に
し
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

よ
り
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
会
に
な

る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
は
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
市
議
会
だ

よ
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
厳
し
い
お
言
葉
や
励
ま
し
の
お
言
葉
な

ど
、
議
会
事
務
局
ま
で
ど
し
ど
し
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
一
同

■
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

●
委
員
長
／
渡
辺　

太
郎

　

●
副
委
員
長
／
今
井　

義
信

　

●
委　
　

員
／
渡
辺　

雅
浩

　
　
　
　
　
　
　

藤
森　

博
文

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

真
弓

　
　
　
　
　
　
　

今
井　

康
善

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

秀
樹

■
編
集
後
記

東伊豆町・岡谷市議会議員交流研修会
　去る5月15日、16日の2日間にわたりと姉妹都市である静岡県東伊豆町議会の皆さまをお招きして、
岡谷市議会との議員交流研修会を行いました。

　

岡
谷
市
と
東
伊
豆
町
と
は
、
昭
和

60
年
３
月
に
民
間
交
流
が
契
機
と
な

り
、
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し

た
。
以
後
、
老
若
男
女
問
わ
ず
交
流

が
盛
ん
に
な
り
、
議
員
交
流
は
、
最

初
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で

行
わ
れ
、
以
後
、
休
止
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
28
年
11
月
に
再
開

し
、
今
回
は
、
今
年
５
月
15
・
16
日

に
岡
谷
市
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
年
お
き
に
行
き
来
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
東

伊
豆
町
議
会
議
員
12
名
全
員
が
来
岡

さ
れ
、
友
好
・
親
善
を
深
め
ま
し
た
。

15
日
は
、
市
役
所
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
自
己
紹
介
の
後
、
共
田
武
史
副

議
長
か
ら
市
の
紹
介
、
市
議
会
の
現

状
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
尾
張

産
業
振
興
部
長
か
ら「
岡
谷
市
の
工
業

の
現
状
と
最
近
の
取
組
に
つ
い
て
」説

明
が
な
さ
れ
、
意
見
交
換
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
翌
日
、
町
議
会
は
、
市

内
の
松
亀
味
噌
㈱
様
や
㈱
ス
ト
リ
ー

ム
様
を
視
察
さ
れ
、
お
昼
は
、
岡
谷

名
物
の
う
な
ぎ
を
食
べ
ら
れ
、
帰
路

に
つ
か
れ
ま
し
た
。
お
互
い
、
両
市

町
の
ま
ち
づ
く
り
、
議
会
の
現
状
と

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。岡

谷
市
議
会
議
長　

武
井
富
美
男

東伊豆町・岡谷市議会議員交流研修会

ご意見・ご要望
　市議会だよりについて、ご
意見・ご要望をお受けしてい
ますので、下記までお寄せく
ださい。
［連絡先］
岡谷市議会事務局
TEL 23－4811（内線 1711）
FAX 22－6213

副議長就任にあたり　－渡辺太郎 副議長－
　副議長の大任を拝し、職責の重さを痛感しております。より市民の負託に応えられる議会を目指し、議長を支え、公
正かつ円滑な議会運営に努めてまいります。微力ではありますが岡谷市政の発展と市民福祉の向上のため、誠心誠意取
り組んでいく決意です。皆様の尚一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

共田副議長の辞職により渡辺太郎議員が新副議長に就任しました。


